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【平成18年度・前期学期・マクロ経済学I・期末試験・準備問題集】
	この問題集は、期末試験の準備のための問題集です。

· この問題集の解答をレポートとして、期末試験時に提出してください。

· 期末試験には、この問題集から2問程度を出題します。

· 期末試験には、筆記用具・電卓・定規の持ち込みを可としますが、それ以外は、この問題集の解答も含めて、不可とします。

· 計算に際しては、小数点以下第三位で四捨五入してください。


【問1】 ある企業が３つの投資プロジェクトを抱えている。それぞれのプロジェクトは、「現在」すべての費用を払い、1期後の「将来」すべての収益（利潤）を獲得するとする。
	
	プロジェクト名

	
	A
	B
	C

	「現在」
	支出
	300
	600
	400

	「将来」
	収益
	320
	660
	410


(1) それぞれのプロジェクトに対する内部収益率を求めなさい。

(2) 内部収益率の高いプロジェクトの順番にならべ、縦軸に内部収益率、横軸に投資総額をとり、棒グラフを描きなさい。
(3) 今、市場利子率が８%であるとき、この企業の総投資額を求めなさい。

【問2】 次の問いに答えなさい

(1) 貨幣需要における「取引動機」と「投機的動機」について説明しなさい。

(2) 中央銀行が貨幣供給（マネー・サプライ）を調整するための政策ツールを3つあげ、それぞれについて、どのように調整が行われるか説明しなさい。

(3) 今、満期まで3年の国債の額面が10000円であり、クーポン価格が5000円である。年率の利子率が10％であるとき、この国債の債券市場における市場価格を求めなさい。

(4) 中央銀行がマネーサプライ( 貨幣供給) をコントロールするために用いる主たる３つの政策ツールを挙げ、それらがどのように貨幣供給（ベースマネー）に影響するかを説明しなさい。
【問3】 ある経済の中央銀行が設定する法定準備率が10％であった。この経済に中央銀行が100億円分のベースマネーの増加をもたらした後、どの程度マネーサプライが増加するか、信用創造のプロセスを説明しながら、示しなさい。

【問4】次のように一般均衡モデルが与えられている場合、について後の問に答えなさい。
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消費関数：
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投資需要関数：
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貨幣需要関数：
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但し、Yは総所得、ｒは利子率、Gは政府支出である。

(1) 今、貨幣市場を無視して（つまり、貨幣供給、貨幣需要関数は考えないでよい）、利子率が外生的に1％（r=0.01）であると仮定した場合について投資需要量を（投資需要関数を使って）求めなさい。

(2) 今、G=50と所与で与えられているとする。また、（ア）と同様、貨幣市場を無視した場合、経済の均衡所得はいくらになるか計算しなさい。但し、Iは（ア）で求めた量であるとする。

(3) （イ）でもとめた均衡所得における貨幣需要量を求めなさい。

(4) 今、政府支出が60、貨幣供給（Ms）が40である場合について、この経済の均衡を求めなさい。
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